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東京新都心ロータリークラブ 【お互いをよく知り、楽しいロータリー活動をしよう】

「第3回クラブ協議会②」

2019-2020

次回のプログラム
第1457回例会 2月5日（水）

「今を生きる仏の教え」
蓮馨寺 第四十八世 粂原恒久 氏 （川越RC）

（紹介者 宮﨑 清会員）

第1456回例会 1月22日（水）
「第3回クラブ協議会②」

職業奉仕委員会・社会奉仕委員会
国際奉仕委員会・青少年奉仕委員会

ブランディング委員会各委員長

上期においては、ブラインドサッカー協会のサポートプロジェクトを地区補助金申請しました。

この申請については、地区推薦をもらいまして、現在国際ロータリーの承認を待っている段階

であります。

下期につきましては、新宿区の小中学校に対して行った数年前のアンケートで、ロータリークラ

ブの協力を要望している学校に再度訪問して、現状協力できることをヒアリングして活動につ

なげたいと考えております。このなかで、小中学校からオリパラ教育の協力がある場合には、

ブラインドサッカー協会を通じてブラインドサッカーの選手に授業を担当してもらう予定です。

その他、新宿シティハーフマラソンの応援や二葉乳児院へのおむつ寄贈等もあります。

下期も引き続きご協力よろしくお願い致します。

社会奉仕委員会委員長 青木 宏義

職業奉仕委員会の今期の活動計画は以下の通りです。

1. 職場訪問・見学を通じて視野・見聞を広げる。

2. ファイヤーサイドミーティングで職業紹介を行い、相互理解を深める。

3. HPを通じて「職業奉仕」を浸透させる。

1につきましては、3月11日の例会後にJFEスチール株式会社東日本製鉄所千葉地区

（千葉市）を見学し、その後、懇親会を行います。皆さまの参加をお待ちしています。

2と3につきましては、進展した部分もあるものの、不十分な点も多く、下期に継続して実行

したいと考えています。

以上ご報告いたします。

職業奉仕委員会委員長 川合 義彰

国際奉仕委員会委員長 伊豆 隆義

上半期の活動状況

2019年10月24日から27日に、北岡会長と伊豆で、カンボジア新都心スクールに訪問して、

幼稚園児用の制服を寄贈した。

下半期の委員会活動

2020年3月6日 福岡・ホテルニューオータニにて、第7回日台ロータリー親睦会議福岡大会

に参加予定（現在当会会員・ご夫人の参加予定者14名）。

2020年6月6日から10日 米国ハワイ州ホノルルにて、ロータリー国際大会に参加予定

（現在当会会員・ご夫人等の参加予定者23名）。

その他 2019年から2020年度のテーマ、「ロータリーは世界をつなぐ」の視点から国際奉仕に

資する活動には積極的に参加して行く予定。



Tokyo Shintoshin Rotary Club RI Dist.2580

会報委員会 委員長 笹川敏幸 ／ 副委員長 森田尚樹
委員 内村篤史・江成信武・神原正樹・佐々木 智・築野 修・西原将大・宮﨑 清・吉村利文

青少年奉仕委員会上期活動報告

6月18日第一回委員会開催、7月17日第二回委員会開催、9月3日～5日中学生職場体験
実施、9月12日地区青少年奉仕委員会出席、9月14日地区ローターアクト委員会出席、9月
22日第54期派遣学生の帰国報告会出席、9月26日第三回青少年奉仕委員会開催、11月

9日東京ワセダローターアクトクラブ5周年記念式典出席、11月12日インターアクトクラブ（愛国

学園）訪問体験、夜は新本ガバナーと懇親会、11月14日地区研修会青少年部門出席。

青少年奉仕委員会下期活動予定

新宿区立小学校訪問しエコキャップ運動更にブックでワクチン運動の普及活動、防災教育と音楽
の集いの実施、米山記念館訪問実施、わんぱく相撲新宿大会協賛、以上です。

ブランディング委員会委員長 本多 良美

昨年は、PHS奨励とweb siteの全面改良、この2点を推進しました。今期も、この2点は継続して

推進致します。web siteは、閲覧頻度を飛躍的に上げる為の方策を検討したいと思っています。

また、今期から来期にかけて、出席率を上げるために、いかに魅力ある例会にするか、会員増強に
対して、どのような形でサポートできるか、ブランディング委員会として議論を重ね、各担当委員会の
お手伝いができればと思っております。

青少年奉仕委員会委員長 髙橋 一博


